
令和 ５ 年度    国語科 

科目名 

現代の国語 学年 普通科 必／選 単位数 

    

１年 国文 普通 必修 ２ 
 ○  ○ 

学習の 
目 標 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現す

る資質・能力を育成することを目指す。 
 使 用 
 教 材 

教科書：「新編現代の国語」（東京書籍） 
副教材：「プレミアムカラー 国語便覧」（数研出版）、 

「書いて覚える漢字練習ノート」（京都書房） 
 
 
 
 
 

評 価 

評
価
法 

定期考査、小テスト（定期）、パフォーマンス課題（発表、レポート、作文）、ノート、

ふり返りシートで評価する。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

ａ 知識・技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。 

ｂ 
思考・判断・ 
表現 

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力

を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思

いや考えを広げたり深めたりすることができている。 

ｃ 

主体的に学習に

取り組む態度 

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって

読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手と

しての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとす

る態度を養成している。 
上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末および学年末には観点別学習状況の評価（A、B、C の３

段階）および評定（１～５の５段階）にまとめます。 

期 月 
時

数 
学習項目・ 
単元 学習内容 

評価方法 

a b c 
１

学

期 

４

５

月 

５ 
 
６ 

・こそそめス

ープ【読むこ

と】 

・ルリボシカ

ミ キ リ の 青

【書くこと】 

・筆者独自の考え方を読み取り，人それぞれが持つ意識の

世界に思いをはせる。 

・筆者の少年時代の体験について書かれた文章を読み，自

分に当てはめて考える。 

・要旨をまとめ，自身の思いを作文する。 

・根拠を明確にして意見をまとめる。 

中間

考査 

 

小テ

スト 

中間

考査 

 

発表 

作文 

発表 

作文 

ノート 

ふり返り

シート 

１

学

期 

６

７

月 

５ 
 
８ 

・未来をつく

る想像力【読

むこと】 

・水の東西【読

むこと】 

・情報と想像力の関係を論じた文章を読み，意見の根拠を

的確に理解して筆者の主張をつかむ。 

・さまざまなメディアの特長を知り，受信者としても送信

者としても適切な判断のもと，使い分ける。 

・「水」を巡る日本と西洋の文化の比較を通じて，日本文化

の特質について理解を深める。 

・情報を集めて検討し，構成を工夫して意見文を書く。 

期末

考査 

 

小テ

スト 

期末

考査 

 

発表 

意見

文 

発表 

意見文 

ノート 

ふり返り

シート 



 

２

学

期 

９

10
月 

６ 
 
 
 
７ 

・スキマが育

む都市の緑と

生命のつなが

り【読むこと】 

・無彩の色

【書くこと】 

・身近な植物を観察してきた成果を述べる文章を読み，提

示された新しい視点について理解する。 

・色について論じた文章を，具体例の役割を押さえながら

読み，筆者の価値観と主張をつかむ。 

・複数の文章を読み比べ，自分の考えを深める。 

・色について研究し、レポートにまとめる。 

中間

考査 

 

小テ

スト 

中間

考査 

 

発表 

レポ

ート 

発表 

レポート 

ノート 

ふり返り

シート 

２

学

期 

11 
12
月 

６ 
 
７ 

・鍋洗いの

日々【読むこ

と】 

・森で染める

人【読むこ

と】 

 

・自分の道を切り開いた筆者の体験談から，仕事に対する

思いを読み取る。 

・自然や社会の中で生きる意味を考えながら働く筆者の思

いに触れ，働くということについて考える。 

・職業や働き方について調べたことを整理して，考えたこ

とを分かりやすくまとめる。 

期末

考査 

 

小テ

スト 

期末

考査 

 

発表 

作文 

発表 

作文 

ノート 

ふり返り

シート 

３

学

期 

１

２

３

月 
 

６ 
 
７ 
 
７ 

・美しさの発

見【読むこ

と】 

・不思議な拍

手【読むこと】 

・真の自立と

は【書くこと】 

・「美」という抽象的な題材について論じた文章を読み，そ

の展開を論理的に捉え，筆者の価値観を理解する。 

・人間の心・意識について体験を踏まえつつ考察する文章

を読み，人間への認識を深める。 

・「自立」の在り方について考察する文章を読み，自分の考

えを持ち，視野を広げる。 

・推論の仕方を理解し，日常で使えるようになる。 

・根拠を明確にして意見をまとめる。 

学年

末考

査 

 

小テ

スト 

学年

末考

査 

 

発表 

意見

文 

発表 

意見文 

ノート 

ふり返り

シート 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

授業は、教科書を中心に進め、様々な学習活動を通じて、理解を深める。単元の目標や各授業のめあてを示

し、授業内での活動から理解を評価する。また、ノートやプリント等の提出物の内容を評価する。さらに、

理解の確認のため、定期考査や小テストをおこない、評価に加える。 



令和 ５ 年度    国語科 

科目名 

言語文化 学年 普通科 必／選 単位数 

    

１年 国文 普通 必修 ２ 
○ ○ 

学習の 
目 標 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現す

る資質・能力を育成することを目指す。 
 使 用 
 教 材 

教科書：「新編言語文化」（東京書籍） 
副教材：「プレミアムカラー 国語便覧」（数研出版）、 

「書いて覚える漢字練習ノート」（京都書房） 
 
 
 
 
 

評 価 

評
価
法 

定期考査、小テスト（定期）、パフォーマンス課題（発表、レポート、作文）、ノート、

ふり返りシートで評価する。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

ａ 知識・技能 
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付け

るとともに，我が国の言語文化に対する理解を深めている。 

ｂ 
思考・判断・ 
表現 

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力

を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思

いや考えを広げたり深めたりすることができている。 

ｃ 

主体的に学習に

取り組む態度 

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって

読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手と

しての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとす

る態度を養成している。 
上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末および学年末には観点別学習状況の評価（A、B、C の３

段階）および評定（１～５の５段階）にまとめます。 

期 月 
時

数 
学習項目・ 
単元 学習内容 

評価方法 

a b c 
１

学

期 

４

５

月 

５ 
 
５ 

・さくらさく

らさくら【読

むこと】 

 
・とんかつ【書

くこと】 

 

・引用歌や体験談に注意しながら，日本独特の桜に対する

感性について理解を深める。 

・現代の言語文化に息づいている古典の常識について興味

を持つ。 

・会話や行動の描写に着目して，登場人物の心情とその変

化を読み取る。 

中間

考査 

 

小テ

スト 

中間

考査 

 

発表 

作文 

発表 

作文 

ノート 

ふり返り

シート 

１

学

期 

６

７

月 

５ 
 
５ 
 
６ 

・古文に親し

む【読むこと】 

 
・児のそら寝 

【読むこと】 
・絵仏師良秀 

【読むこと】 

・古文と現代のそれぞれの文章の，リズムや調子の違いを

感じ取る。 

・歴史的仮名遣いについて理解し，説話のおもしろさを読

み取る。 

・文語の活用について理解し，叙述を基に人物像を読み取

る。 

期末

考査 

 

小テ

スト 

期末

考査 

 

発表 

作文 

発表 

作文 

ノート 

ふり返り

シート 



 

２

学

期 

９

10
月 

６ 
 
６ 

・伊勢物語【読

むこと】 

 
・夢十夜【読む

こと】 

 

・歌物語に描かれている内容を，叙述を基に的確に捉える。 

・古典を元にした絵画・工芸を通して，文章の内容を捉え

直す。 

・表現に即して小説を丁寧に読み味わい，そこに展開する

独自の世界を味わう。 

中間

考査 

 

小テ

スト 

中間

考査 

 

発表 

創作 

発表 

創作 

ノート 

ふり返り

シート 

２

学

期 

11 
12
月 

９ 
 
４ 

・羅生門【読む

こと】【書くこ

と】 
 
・ I was born 

【読むこと】 

・極限状態にある登場人物の心情の変化を，場面の展開に

即して読み取り，主題を考える。 

・古典を元にして作られた作品と，元の作品を読み比べ，

理解を深める。 

・散文詩を読み，蜉蝣（かげろう）のイメージに託された

生命への思いを深く味わう。 

期末

考査 

 

小テ

スト 

期末

考査 

 

発表 

レポ

ート 

発表 

レポート 

ノート 

ふり返り

シート 

３

学

期 

１

２

３

月 
 

５ 
 
７ 
 
７ 

・訓読の基本 

【読むこと】 
・故事成語―

三編【読むこ

と】 

 

・デューク【書

くこと】 

 

・漢文の特色を知り，訓読のきまりを理解するとともに，

格言に親しむ。漢和辞典の使い方を知る。 

・故事成語の元になった話を読むことを通して，漢文の読

解に慣れ親しむ。 

・主人公の心情の変化を読み取り，細かい表現に注意して

話の展開を捉える。 

学年

末考

査 

 

小テ

スト 

学年

末考

査 

 

発表 

作文 

発表 

作文 

ノート 

ふり返り

シート 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

授業は、教科書を中心に進め、様々な学習活動を通じて、理解を深める。単元の目標や各授業のめあてを示

し、授業内での活動から理解を評価する。また、ノートやプリント等の提出物の内容を評価する。さらに、

理解の確認のため、定期考査や小テストをおこない、評価に加える。 
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